
資料1-3-4

平成２５年度科学技術重要施策アクションプランのとりまとめにあたっての論点

（案）

１．平成２４年度アクションプラン「重点的取組」（別紙１）を、平成２５年度ア

クションプランとしてみた場合、最も重要な取り組みとして相応しいものが掲
●

げられているか？

・ 平成２４年度アクションプラン策定から、約一年が経過。

・ 科学技術イノベーションの観点から、最重点に取り組むべき骨太な「取組」

の抜け落ちがないのか？

・ 時間の経過や地元の状況などに照らして、取組内容の見直し、必要性の見

直しなどを行うべき「取組」はないか？

２．「重点的取組の検討の視点」（別紙２）について、復興・再生の観点から特に

配慮・留意すべき補足的事項は無いか？



２
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平
成
２
４
年
度
ア
ク
シ
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プ
ラ
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容
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生
並

び
に
災

害
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ら
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安
全
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き
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姿
政

策
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取
組

地
震

津
波

放
射
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よ
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影
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命
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
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発
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
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
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
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⇒
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よ
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理
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よ
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
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
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
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
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よ
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
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性
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り
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速
な
計

測
・
評

価
お
よ
び
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染


革
新
的
技
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を
活
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し
た
被
災
地
で
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起
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産
業
競
争
力
強
化


地

域
の

強
み

（
自
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、
文

化
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伝

統
、
地
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的

特
徴

等
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を
生
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し
た
被
災

地
で
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起
業

災
害

か
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を

守
り
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る
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存
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
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
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
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
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震
災

害
時

に
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よ
り
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実
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達


地

震
災

害
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の
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力
、
ガ
ス
、
上

下
水
道
の
よ
り
迅
速
な
機
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復


必

要
な
物

資
を
津

波
に
よ
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孤

立
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域
に
的
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に
運
ぶ
物
流
の
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
津

波
で
通

信
が
途

絶
し
た
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で
の

必
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な
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
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に
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）
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１
．
重

点
的

取
組

の
設

定
に
当

た
っ
て
の

視
点

（
１
）
期
待
さ
れ
る
効
果
（
経
済
的
効
果
、
社
会
的
効
果
）
が
十
分
に
大
き
く
、
持
続
的
な
成
長
と
社

会
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
か
ど
う
か

（
２
）
期
待
さ
れ
る
効
果
の
発
揮
に
貢
献
で
き
る
取
組
で
あ
る
か

ど
う
か
（
特
に
研
究
成
果
の
実
用
化

ま
で
の

段
階

を
見

通
し
た
実

施
主

体
候

補
等

が
明

確
に
示

さ
れ

て
い
る
か

）

（
３
）
当

該
分

野
の

国
際

的
位

置
付

け
（
政

策
上

の
位

置
付

け
、
技

術
競

争
力

の
優

位
性

等
）
を
把

握
し
た
上

で
、
我

が
国

と
し
て
重

点
的

に
推

進
す
べ

き
も
の

と
言

え
る
か

ど
う
か

（
４
）
緊

急
性

が
高

い
取

組
か

ど
う
か

（
５
）
国
と
民
間
等
と
の
役

割
分
担
を
考
慮
し
た
上
で
、
国
が
主
導
し
て
実
施
す
る
必
要
性
が
高
い
も

の
で
あ
る
か

２
．
平

成
２
４
年

度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
設

定
し
た
重

点
的

取
組

を
見

直
す
視

点

（
１
）
他
に
有

効
な
取

組
が

出
て
き
て
い
な
い
か

（
そ
の

ま
ま
継

続
す
る
必

要
性

が
な
く
な
っ
て
い
な

い
か

）

（
２
）
継

続
し
た
と
し
て
、
成

果
が

出
せ

な
い
可

能
性

が
高

ま
っ
て
い
な
い
か

（
３
）
順

調
に
推

移
し
、
も
は

や
後

押
し
を
必

要
と
し
な
い
段

階
に
な
っ
て
い
な
い
か

重
点
的

取
組
の
検
討
の
視
点
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